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 聴覚や視覚等の感覚機能の障害が特定されないにもかかわらず，“聞こえていない”あるいは“見

えていない”ように振る舞い，言語獲得の著しい遅れや激しい自傷行動を示している幼児に対して，

画期的な治療教育法がサイエンス誌に紹介されて以来(Lovaas,et al.,1966)，約 40年あまりが経過

した。この間，我が国では，様々な立場からの自閉症児の治療教育法が提案されてきた(阿部・桑田, 

1990）。それらの中でも，米国を中心とする応用行動分析学派の研究成果は，治療法や教育技法とい

う狭い守備範囲を超えて，今や，学校や施設といった集団社会での支援方法論や，地域社会におけ

る療育システムの構築にまで影響を及ぼしつつある。本論では，応用行動分析学からもたらされた

アプローチが我が国の自閉症教育にもたらした所産と，さらなる発展のために現在進められている

方法論の展開について紹介する。 

 

  

 

 行動療法は，もともと動物実験を中心とした学習心理学からもたらされた数々の知見をヒトに応

用することで発展し，条件反射療法，逆制止療法，オペラント条件づけ療法などが開発された。行

動療法の立場から初めて自閉症児に接近したのは，スキナー(Skinner, B.F.)との共同研究者として

も有名なファースター(Ferster, C.B.)であった。彼らは，自閉症児を対象として条件づけや強化ス

ケジュールに関する基礎的な実験を行い，当時，理解や対応が困難とされていた自閉症児の行動が，

一定の強化スケジュールのもとでコントロールされうることを示した(Ferster, 1961; Ferster & 

DeMeyer, 1961)。その後，これらの研究成果は，Lovaas, et al. (1966) や Risley & Wolf (1967) 

をはじめとする多くの臨床家によって，その対象とする行動範囲を拡大することとなった。そして

我が国でも，梅津(1975)や小林(1980)が自閉症児への行動療法を実践し，治療教育技法やプログラ

ムを開発してきている。 

 

 

 

 行動療法によって，自閉症児の適切行動を効率的かつ効果的に増加させ，また問題行動を減少さ

せうることが実証され，さまざまな治療教育プログラムが開発されてきた。しかし，臨床上の問題

点も指摘されるようになり，特に形成された行動の「般化や維持(generalization and maintenance)」

の問題に焦点が当てられてきた(Horner, Dunlap, & Koegel, 1988)。 

はじめに 

自閉性障害への行動療法からのアプローチ

行動療法から応用行動分析学へ 
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１．般化と維持の困難性 

 般化と維持という側面から治療や訓練などの効果を検討した場合，大学・研究機関や病院の治療

室などで示された治療効果は，治療室以外への般化や治療終了後の長期的な維持について不十分な

結果を示してきた(Lovaas, et al., 1973)。例えば，場面般化の失敗(Koegel & Rincover, 1977）

や，対人般化の失敗(Rincover & Koegel, 1975)， 反応般化の失敗(Koegel & Koegel, 1988)，治療

効果の維持の失敗(Lovaas, et al.,1973)などが報告されてきている。 

 当初，行動療法家は，このような般化と維持の困難性についてその原因を障害の本態に求めよう

とした。すなわち発達障害がもつ特異な反応特性として「刺激の過剰選択性（stimulus 

overselectivity）」という特徴を指摘したのである(Lovass, Koegel, & Schreibman, 1979)。彼ら

は「刺激の過剰選択性」という概念が機能障害(impairments)によるものなのか，あるいは能力障害

(disabilities)なのかという議論とは別に，これらの困難性を軽減させたりあるいは消去させるた

めの方略を検討してきた。しかしこれらの研究は，問題提議としての刺激の過剰選択性の存在と，

その軽減の可能性を実験的に示したが，自閉症の言語障害やその他の不適切な行動などの問題との

対応関係を実証的に示すまでには至らなかった(Lovass, Koegel, & Schreibman, 1979)。 

 

２．般化や維持の促進方法の開発 

  一方でこの問題は従来から行われている行動療法としての治療や訓練の方法論の再点検を促し，

般化や維持の概念の再検討を進めてきた(Stokes & Baer, 1977)。この成果は従来のように「訓練し

て，(その般化や維持効果を)期待して待つ(train and hope：Stokes & Baer, 1977)」というのでは

なく，般化や維持を積極的に促進する方法論の開発へと貢献した(Stokes & Osnes, 1988)。彼らは

般化を計画するために必要な３つの原理をあげた(Stokes & Osnes, 1986)。すなわち，第１に日常

場面に存在している自然な強化の共同体を利用すること，第２に多様性をもって訓練をすること，

そして第３に般化を媒介するための刺激を導入することである。そして般化を達成するための具体

的な手続きを，以下の 11のカテゴリーに分類して紹介している。① 自然な環境の中で強化されや

すい適切な行動を訓練する，② 不適切な行動を維持している環境を修正する，③ 自然な環境に存

在する強化の共同体を作る，④ 十分な刺激の凡例を使用して訓練する，⑤ 十分な反応例を使用し

て訓練する，⑥ 訓練環境の統制を緩くして訓練する，⑦ 弁別不可能な随伴性を使用する，⑧ プロ

ンプトなしで生起した般化を強化する，⑨ 訓練場面と般化が期待される場面との間で共通の物理的

刺激を使用する，⑩ 訓練場面と般化が期待される場面との間で共通の社会的刺激を使用する，⑪ 対

象者自身が生成した刺激を媒介刺激として使用させる。 

 このように，行動療法が，基礎的な研究からこれまでに受けてきた恩恵のみでは，臨床場面で生

じる問題を解決するために不十分であることが指摘されてきた。しかし応用行動分析家はそれらの

問題点を解決するための方略として，臨床場面で示された現象をもう一度，行動分析学の枠組みで

再検討しようとしたのである。すなわち，行動分析学の基本に立ち返り，行動の機能分析(functional 

analysis)を詳細に進めていった。そして，上述したような般化や維持を促進する方法論を洗練化さ

せていった（Horner, Dunlap, & Koegel, 1988；中野, 1990)のである。 
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  上述したように，行動療法は，学習心理学等からの知見や理論を，臨床や教育場面に技法や手続

きとして適用していった。その対象とするところは，障害者本人の行動をどのように修正したり，

新たな行動を形成していくかという点であった。しかし“障害”の概念の変化とともに，介入すべ

き対象は，障害者の周りに存在する環境の側に向けられていった(望月, 1993)。 

 

１．障害観の変化と，研究の方向性の変化 

 新しい障害の捉え方として，障害のある個人と，物理的及び人的環境との相互作用を重視すると

いう方向性があり，生理，医学的な要因やその人の持つ能力という側面だけではなく，福祉や教育

制度や居住環境を含めた社会文化的な要因へのアプローチが求められるようになってきた（望月, 

1988；武藤ほか, 1999）。したがって，障害研究の方向性も従来からの機能障害(impairments)の側

面から，能力障害(disabilities)や社会的障害(handicaps)の側面へと移行している。機能障害研究

が，その目的を医学的，生理的な障害を治療したり軽減することに置いているのに対し，能力障害

研究は指導や訓練を通して新たな適応的な行動を形成したり，不適切な行動を修正したりすること

を目的としている。さらに社会的障害研究では，周囲の環境側への修正や変容を求めることになる。

すなわち，生活環境の中で機能的な行動を成立させるための物理的・社会的な補助手段を新たに導

入したり(望月, 1997)，機能的な行動の成立に必要な物理的・人的な手段の導入や永続的な設定を

環境に向けて要求するといった役割（望月, 1997）が求められてきている。しかし，我が国の自閉

症の研究では，般化や維持を促進するための環境側の修正や援護を射程に入れた実践的研究が少な

い(大石 2000)。今後，障害観の変化に敏感に対応する研究成果が待たれるところである。 

 

２．文脈主義と行動分析学 

  従来，行動分析学における枠組みとしては「三項随伴性(tree-term contingencies )が取り入れ

られてきているが，この枠組みに“文脈的な”枠組みが取り入れられるようになってきている。こ

れは Bijou & Baer(1978)により「セッティング事象(setting events)」と記述されたもので，従来

の分析枠である三項随伴性に「文脈的な制御(contexual control)」をどのように位置づけるかとい

う問題として最近注目されてきている(Baer, Wolf, & Risley, 1987；園山・小林, 1994；武藤, 1999)。

またこれとほぼ同様の立場から，Kantor, J.R.の「相互行動心理学(interbehavioral psychology)」

が取り上げられ，個体の行動と環境との相互行動の場を重視する必要性が指摘されるようになった

(園山・小林, 1994)。これらはこれまでの行動療法がとってきた，対象者自身の外的あるいは内的

側面にのみ焦点を当ててきた立場から，個人をとりまく環境事象との相互作用を問題解決の分析枠

に位置づけるといった立場への転換を示しており，これはまさに行動分析学の基本概念との共通点

となろう。 

 

 

応用行動分析学の新たな展開 



 - 20 - 

３．生態学的な立場と応用行動分析学 

  欧米において「地域に根ざした(community-referenced , community-based)」支援や教育の方法

論が定着しつつある(Snell & Browder, 1986)。これはノーマリゼーションやメインストリーミング

といった社会思潮を背景に発展した，生涯にわたって一貫した地域社会での支援システムと位置づ

けられている。そして，障害者の自己決定や自己選択の実現，可能な限り拘束されない環境の保証，

ＱＯＬや生活スタイルを重視した支援サービスなどが特徴とされている。指導や訓練の特徴として

は，障害のない人達が示す発達モデルを規範にして障害者の遂行レベルを順次底上げする(bottom 

up)方法よりも，現在と将来の自立生活に必要な課題を設定し，それを達成するために段階的に詳細

化(top down)する方法を重視している(志賀, 1990)。指導や援助の目標を設定する際は「エコロジ

カル・インベントリー(ecological inventory)：生態学的調査」といわれる一種の環境査定を行い，

障害者の生活年齢，障害者や家族の生活スタイルやニーズ，好みなどを考慮して，目標やプログラ

ム，支援の手続きなどを決定し，実際に障害者が生活している環境での直接訓練を重視している。

このような地域に根ざした方法論の発展は，応用行動分析学の成果によるところが多いことが指摘

されている(Evans & Meyer, 1985；Snell & Browder, 1986；志賀, 1990)。ここで応用行動分析の

果たしている役割は，従来のように障害者自身への訓練や教育の方法論や技術を提供するだけでは

なく，障害者が地域社会で自立生活を可能にするために必要な援助や援護の方法論や技術を提供す

ること(望月, 1997)にある。 

 

 

 

 応用行動分析学の特徴は，対象となる行動と当該の環境との相互作用を徹底的に分析し，そこに

存在する，相互作用が行動を引き起こし維持させる変数を同定するという「機能分析」を通して問

題解決を図るといった実証的な方法論をもっている点である。このような方法論が最も貢献してい

る問題の一つとして，「重篤な行動上の問題(問題行動)」に関する研究がある。 

 

１．対症療法の開発とその問題点  

  これまで，自閉症者等が示すさまざまな行動上の問題，例えば自傷行動，攻撃行動，破壊行動，

常同行動，その他の重篤な行動上の問題への対応は困難を極めてきた。その対応として，これまで

学習心理学で研究されてきた，生体の行動を消去したり生起頻度を抑制するような手続きを適用す

る試みがなされてきた。例えば，条件性電気ショック(Lovaas & Simmons, 1969)，身体の拘束(Hamad, 

Isley, & Lowry,1983)，過剰修正法(Foxx & Azrin, 1972)，随伴練習法(Luce, Delquadri, & Hall, 

1980)，顔面の遮断によるタイムアウト手続き(Singh, 1980)などである。しかしこのような拘束手

続きや抑制手続きはその適用に制限があること，さらに罰手続きの効果は，嫌悪的な副作用があっ

たり(Newsom, Favell, & Rincover, 1983)，効果が他の場面に般化しにくい(Lovaas & Simmons, 1969)，

注意深い適用を怠ると正の強化刺激になること(Alberto & Troutman, 1986)などが指摘されている。 

 

重篤な行動上の問題への応用行動分析学からの取り組み
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２．問題行動の機能分析と臨床的意義 

 一刻を争うような重篤な行動上の問題への対応として，拘束や抑制手続きや嫌悪刺激を伴う罰手

続きの使用もやむを得ない場合があるが(Iwata, 1988)，それらの技法のみに依存すると結局のとこ

ろ先に指摘された問題点が顕在化してきた。そこでこのような行動を維持させている変数を同定す

ることで，それらに対処するための根本的な方法を探ろうとする機能分析の試みが始められた。

Lovaas, et al.(1965)は，自傷行動を示す自閉症児に正の強化刺激である周囲の人間からの注意を

計画的に撤去することで，その行動の低減に成功した。すなわち，自傷行動を維持している要因と

して「他者から注意を得る」という刺激が強化機能を有していることが示されたのである。同様に，

Carr, Newsom, & Binkoff(1976)は逃避行動によって維持されている自傷行動の機能を実験的に示し

た。このように，問題行動は対人関係などの社会的動機づけを有する行動であり，それらを維持し

ている変数は正の強化(注目や物事)か負の強化(回避や逃避)であることが指摘されるようになって

きた(Carr, 1977；中野,1990)。ここで用いられている“機能”という用語は，当該の行動が環境に

及ぼす影響や作用のことで，その結果がまたその行動に影響を及ぼすという相互的な関係やその目

的的な働きを意味する(藤原,1999)。この点で問題行動の機能が，コミュニケーション行動の機能と

同等なものであると仮定されてきた。すなわち，問題行動は適切なコミュニケーション手段をもた

ない知的障害や発達障害のある人にとって彼ら独特のコミュニケーション行動であり(Carr, 

1988；Durand, 1990)，言葉で適切にコミュニケーションをとるべきところを巧妙に回避し，問題行

動を実行することで本来の目的を果たしている(Koegel & Johnson, 1994)と考えられている。この

ような仮説をより明快に説明している概念として，Carr(1988)の「機能的等価性(functional 

equivalence)」がある。これは異なる反応形態の間に見いだされるコミュニケーション機能の同一

性のことである(中野, 1990)。 例えば自閉性誘導行動(クレーン反応)，攻撃行動，エコラリア(反

響言語)などの不適切な行動は，それぞれ発語などの適切なコミュニケーション行動と共通する機能

をもっている。その機能とは，物の要求，嫌悪事態からの逃避，注目の要求などである。これらの

行動を単に“問題行動”として捉え，罰刺激などを用いて消去するだけでは，彼らの示すコミュニ

ケーションの機会そのものも剥奪することになってしまう。したがって問題となる不適切行動に代

替するコミュニケーション行動を積極的に形成していく必要がでてくる。このように機能的に等価

で適切なコミュニケーション行動へと置換していく訓練は「機能的コミュニケーション訓練

(functional communication training)」と言われ，その訓練手続きは「コミュニケーション行動の

分化強化(Differential Reinforcement of Communicative behavior：DRC)」と言われている(Carr & 

Durand, 1985)。この訓練によって，自傷行動，癇癪，攻撃行動(Carr & Durand, 1985)，エコラリ

ア(Durand & Crimmins, 1987)，自己刺激行動(Durand & Carr, 1987)，自閉性誘導(Carr & Kemp, 1989)

などを適切なコミュニケーション行動に置換することに成功している。我が国でも，平澤・藤原

(1995)が逃避機能を持つ不適切行動を適切な援助要求行動に置換することで，結果として問題行動

の低減に成功している。 
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３．包括的行動支援への展開 

 1990年代に入り，問題行動に対して非嫌悪的手続きを用いることがますます推奨されるようにな

ってきた(Horner, et al., 1990)。このような経緯から，問題行動の機能に注目して，それらに代

替する適切なコミュニケーション行動を形成することで問題行動の低減や消去に成功した研究が蓄

積されてきた。そして，それらの集大成ともいえる「包括的行動支援(positive behavioral support)」

という方法論が展開されるようになった(Koegel, Koegel, & Dunlap,1996)。このアプローチは，問

題行動そのものの低減にあるのではなく，それに代わる適応的な行動の形成と拡大によって，行動

上の問題をもっている人の社会生活における質を高めることに重点を置いている。そして問題行動

を有する人々やその関係者といった人的環境だけではなく，彼らを取り巻く物理的環境の修正や再

構築にも焦点を置いた包括的なアプローチである(藤原・加藤・平澤, 1999)。このアプローチの特

徴は，問題行動を確実に予測し，維持している要因を同定し，有効な方略を計画するために，個別

的な「機能的アセスメント(functional assessment)」を実施するところにある。 

 

４．機能的アセスメントと機能分析 

 機能的アセスメントは，問題行動を確実に予測し，維持している事象を同定し，対象者の好みや

コミュニケーション方略に関する情報などを把握するためのプロセス(藤原, 1999)のことである。

具体的には，当該の問題行動を強化している要因や維持させている要因の分析と，問題行動の生起

に関わる先行条件の分析から成っている。このような要因の同定のために様々な評定尺度や面接方

法，観察方法が開発されてきている。ほとんどの機能的アセスメント法は，対象者の実生活場面に

おける情報収集が中心となるので，データ収集のためには物的，人的，時間的な制約が生じる。そ

のためにアセスメント方法の信頼性や妥当性が十分に確立されておらず，結果のデータの解釈につ

いての指針もほとんど存在していない(Oliver, 1991)。このようなアセスメント方法の 一つとして，

当該の行動と環境事象との因果関係を厳密にかつ確実に査定するという機能分析法がある。機能分

析は，他の機能的アセスメントが実際には当該の行動の機能を推測することに留まっているのに対

し，行動の生起や維持に関わる変数を実験的に同定することを可能にしている。具体的には，「アナ

ログ・アセスメント(analogue assessment)」という方法が主に用いられている。このアセスメント

方法は，実験的な方法論を適用して問題行動に及ぼすと仮定される様々な変数を操作し，それらの

間の因果関係をより厳密に査定する(Durand & Crimmins, 1988；Iwata, et al.,1982)。しかし，適

用上の問題点として，実施可能な場面が限定されること，査定に時間や労力がかかること，そして

生命を脅かすような行動への使用は制限されることなどが指摘されている。このようにアナログ・

アセスメント法は，臨床場面での適用にいまだ多くの課題を残しているが，その方法論の洗練化や

他のアセスメント法との併用によって，その価値が高まるものと考えられる。 

 

 

 

 これまでに自閉症児への応用行動分析学からのアプローチを概観してきたが，これらの方法論は，

通常学級への統合を促進するための研究
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今や学校や地域社会といったインクルーシブな環境における適応の方法論を提供してきている。最

後に，このような場面での具体的な支援方法を紹介する。 

 

１．先行条件操作 

 先行条件操作とは，適切行動と不適切行動を制御している弁別刺激を変えることによって，重篤

な問題行動を予防し，減少させる方法である。特に，自閉症児を通常の学級へ統合させる際には，

「下準備法(priming)」，「プロンプト付与法(prompt delivery)」，および「視覚刺激によるスケジュ

ール提示法(picture schedules)」といった先行条件操作が有用である(Harrower & Dunlap, 2001)。 

 下準備法とは，子どもが実行することの難しい活動について，あらかじめそれらの活動の情報を

参照させたり練習をさせておくという方法である(Wilde et.al., 1992)。この方法は，通常学級の

担任教師が自閉症児に対して，これから学級で行う活動をあらかじめ個別に教示や指導をしておき，

集団での共通的な活動への参加を促進するものである。この方法によって，クラスの仲間との社会

的相互作用の働きかけが増加することが報告されている(Zanolli et al., 1996)。次いで，プロン

プト付与法は，特に，教科学習や運動的な活動時に適切な反応を引き出すために用いられている。

Sainato et al.(1987)は，年少自閉症児に，学校の校舎間の自発的な移動技能を形成するために，

まずこの子どもへ直接的にプロンプトを付与した。そして次にペアの健常児に，自閉症児へのプロ

ンプトの付与を促すための手がかりやモデルを提示した。これによって，しだいに教師からのプロ

ンプトの付与は減少し，最終的には子どものペア同士で自発的に移動を行うようになった。また，

Taylor & Levin(1998)は，自閉症児のポケットの中に，遠隔操作で振動するバイブレーターを装着

し，子どもの遊び活動時にその振動を手がかりとして，大人に対して言葉による働きかけを促進さ

せることに成功した。このようにプロンプトの付与の方法を工夫することで，自閉症児の自活的な

行動を増加させることが可能となる。また，視覚刺激によるスケジュール提示法は，一つの活動か

ら他の活動へ自発的に移行させる時に，言語指示や文字による指示に比べて，有効な方法である。

Hall et al.(1995)は，通常学級で日常的に行われる諸活動の内容を示した“ピクチャーブック”を

用いて，教師や仲間のプロンプトを必要としなくても，自発的に活動に従事できることを示した。

このような方法は，我が国では TEACCH プログラム等でも紹介されている。 

 

２．遅延的随伴操作 

 この手続きは，獲得した行動を般化させたり維持させるために，教師などの指導者による教示や

プロンプト，強化刺激の提示，誤反応時のフィードバックなどを引き離していくものである。例え

ば，指導者による直接的な教示の提示を遅らせたり，あるいは子どもに提示の機会を予測させない

ようにしたりする手続きが，直接的な教示や指導のない場面での行動の般化を促進することが示さ

れている。Dunlap & Johnson(1985)は，子どもにとって予測が不可能な教示の提示スケジュールを

用いて机上学習の指導を行い，予測が可能な条件よりもはるかに長時間にわたって，教師がいない

時の課題への取り組みや成績が向上したことを報告している。 
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３．セルフマネージメント(self-management)法 

 この方法は，子どもが学級において，自立した行動を形成するためによく用いられる方法である。

一般的な手続きは，(a)適切行動と不適切行動を弁別する，(b)子どもが自分自身の行動を評価する，

(c)自分自身の行動を一定時間にわたって監視する，(d)当該の行動が一定の基準に達した時に強化

する，である。自閉症児がこのようなセルフマネージメント行動を獲得すると，教師の指示や教示

や，個別指導場面に頼らなくても，一人で自立的に学習に取り組むことが可能になる(Koegel, 

Harrower, & Koegel, 1999)。このような方法によって，社会的技能を向上させながら，問題行動を

減少させることに成功したり(Koegel et al.,1992)，通常学級における学習時に社会的相互作用が

改善する(Strain et al., 1994)ことが示されている。また，セルフマネージメント法と機能的アセ

スメント法を組み合わせることで，問題行動の低減に効果を示すことも示されており(Todd et al., 

1999)，今後のこの方法の応用範囲が広がるものと思われる。 

 

４．仲間媒介(peer-mediated)法 

  この方法の代表的な手続きとしては，仲間教示手続き(peer tutoring)がある。これは，自閉症児

と健常児をペアにさせて，健常児から適切な援助，指導や教示，そしてフィードバックを提供させ

るもので，統合化された教室での教科学習，作業課題，そして社会的相互作用等において効果的で

あることが示されてきている(DuPaul & Henningson, 1993；Locke & Fuchs, 1995)。この方法を自

閉症児が在籍する学級全体に適用すると，教科学習時に必要な教師からの指導時間が，全ての生徒

にとって十分確保でき，さらに自閉症児のために，他の生徒に追随すること，フィードバック，誤

反応に対して即座に修正がなされ，高い習得率を保ち，適用範囲が広がることが示されている(Fuchs 

et al., 1997). 

 

 

 

 以上のように，自閉症児教育における研究成果を，応用行動分析学からもたらされた知見を中心

として概観してきた。現在の応用行動分析学は，対象者個人への行動修正のみならず，その周りの

環境修正，とりわけ家族や仲間集団を，対象者が自立し質の高い生活を維持できるように変容して

いく方法論を提供するまでになっている。しかも，その成果は，客観的で実証的な評価の方法論を

もって示しており，学校や家庭などあらゆる場面に適用することができよう。現在，我が国でも広

く紹介されるようになってきた，アメリカのTEACCH プログラム等は，まさに応用行動分析学がもた

らした所産といえよう。私たちは，このような先駆的な研究成果を単に直輸入せずに，我が国の学

校環境や教育システムに適合しやすいようにさらなる追試研究を進めていく必要があるだろう。 

 

 

 

 

おわりに 
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